





- コーパスの用例に基づく連語構成の分析を中心に - 






























第4章 韓国語の内外空間名詞「안, 속，밖，겉」の意味用法 
第4章では，韓国語の内外空間名詞「안, 속, 밖, 겉」と格助詞の結合形を中心語とする連語構成の
用例を収集し，中心語の先行要素の統辞的形態により，先行名詞を伴う類型①，用言の連体形を伴う類
型②，先行要素を伴わない類型③に分け，その先行と後行の要素の現れ方と意味特徴を分析し，中心

















































































































第 8章 結論では，本稿で考察した全体の内容を要約し，総括した． 
以下に，本研究の持つ意義と課題をまとめて示す． 
本論文の意義としては，第一に，相対的空間名詞である内外空間名詞が自立名詞としての用法と関
係名詞的用法を持つことに注目して，韓国語の「안, 속, 밖, 겉」と日本語の「うち，なか，そと，おもて」
について，語彙間の結合関係および系列関係を通して，実際の意味実現のレベルに見られる意味用法
をより細密に記述することができた．このような語彙間の結合関係に関する情報は，単に意味記述の問題
など語彙研究の分野に留まらず，外国語としての語彙教育の分野でも利用できる部分がある．第二に，
韓日両言語の内外空間名詞の意味拡大の様相や進展の過程に見られる違いが，韓国語と日本語の内
部空間名詞の対応関係のズレの原因であることを明示的に示すことができた．また，このような抽象化に
よる語彙的要素の希薄化と文法的要素への変化は，コーパスから収集した用例を分析した結果により裏
付けられ，内部空間名詞という一つの意味グループのなかで一定の傾向を見せることが確認できた．第
三に，韓国語と日本語の対照においては，韓日両言語の使用様相や分布を示すことができた．意味
領域の記述と意味関係の対照の基礎となる資料作りが一部分ではあるができたことで，その結
果を基にして，ある空間を表す概念がそれぞれの言語でどう表現されるか，またはどう表現されないか
という点を明らかにすることができた．韓国語と日本語の内外空間名詞の対応関係に見られる一致とズレ
は，両言語における空間と時間，心理・感情などの意味拡大の様相の違いによることを明らかにし，実際
に言語教育の場でよく取り上げられる類義語の問題や言語間の対応関係などの問題についても，より具
体的に触れることができた． 
最後に，本論文の残された課題としては，第一に，空間名詞を中心語として，共起する連語の意味特
性からそれぞれの内外空間名詞の意味領域を取り出し，韓日両言語を対照したが，主に語彙論的観点
で研究が行われ，連語をなす用言と対象語，補語との関係，格助詞と述語との関係など，統語的な面の
分析をさらに深める必要がある．第二に，韓国語と日本語の内外空間名詞の対立項に，内外空間名詞
以外の語彙が位置していることがあるが，今回は考察の対象から外している．しかし，双方向の対照に見
られる非対称項目は，個別言語の分析では見えてこない特徴を指し示すものでもあることから，それらを
含んだより広い範囲の考察が必要である．第三に，意味拡大による語彙的意味の希薄化と文法化につ
いて，それぞれの内部空間名詞の語彙的意味の希薄化と文法化による変化を記述しようと試みたが，空
間名詞間，あるいは言語間の文法化の度合いをどう判断するかという客観的な基準を論じたり，提示する
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ことはできず，さらなる考察が必要である．現段階では，内部空間名詞の意味拡大の結果として，単独で
はその意味が曖昧になったり非文になるため，他の補充成分を必要とし，依存的になる傾向が見られる
という点，このような語彙的意味の薄れにより文法的な面では助詞結合の制約や分布の制限などが見ら
れるという点を確認し，記述することに留まった． 
